
振り返りチェックフォームとシートを使おう 

【説明】 

Google フォームを利用して、回答で集めたデータを、個別のスプレッドシートに自動で出力し、個々の振り

返りに利用するためのシステムです。 

 

 

 

フォームの設問に対して、スプレッドシートの回

答記述欄に、データが書き込まれる仕組み。 

 

 

 

 

 

名前一覧シートに、フォームを利用するユーザーのア

カウントと氏名をあらかじめ入力しておくと、個別シ

ートが自動で作成される。 

 

作成された個別シートは、管理者に編集権限と、ユーザ

ーに閲覧権限が付与されます。 
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◆振返りを行う為の事前作業

１）．マイドライブに新規フォルダを作成してください。

新規作成
フォルダ

２）．○○○学校共有ドライブ、99_市内共通、振返りプログラムフォルダから
　　【Shift】を押しながら下記ファイルを選択してください。

※選択後ファイル

３）．【Ctrl】を押しながら【C】を押下してください。

○○○
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◆振返りを行う為の事前作業

４）．新規作成したフォルダを開き【Ctrl】を押しながら【V】を押下してください。
　　　選択したファイルがコピーされます。

５）．［01_学校生活を振り返ろう のコピー］を開いてください。

６）．【送信】脇の【  】を選択し、【<>スクリプト エディタ】を選択してください。
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◆振返りを行う為の事前作業
７）．【Google Apps Script】が開かれます。

８）．今回作成したフォルダを開きアドレスをコーピーしてください。

※folders/以降がフォルダのアドレスです。

９）．先ほど開いた【Google Apps Script】のフォルダアドレスを、コピーした
　　　フォルダアドレスに修正してください。
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◆振返りを行う為の事前作業
１０）．次に、生活記録ファイルを開いてください。

１１）．ファイルアドレスをコーピーしてください。

※　d/以降、/editの間がファイルのアドレスです。

１２）．先ほど開いた【Google Apps Script】の生活記録シートアドレスを、
コピーしたファイルアドレスに修正してください。

１３）．続いて、名前一覧ファイルを開いて、ファイルアドレスをコピーしてください
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◆振返りを行う為の事前作業
１４）．先ほど開いた【Google Apps Script】の名前一覧シートアドレスを、
　　　コピーしたファイルアドレスに修正してください。

１５）．ソース保存アイコン【　　】を選択して、ソースを保存してください。
　　選択しないと修正内容が保存されませんので、必ず押下してください。

保存されました
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◆振返りを行う為の事前作業

１６）．左の【トリガー】を選択してください。

トリガー登録画面が表示されます。

１７）．右下の【+ トリガーを追加】を選択してください。
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◆振返りを行う為の事前作業

１８）．右側のスクロールバーを下にさげてください。

１９）．イベントの種類を選択の【起動時】を選択し【フォーム送信時】を選択し
    てください
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◆振返りを行う為の事前作業

２０）．【保存】ボタンを押下してください。

２１）．【日本語】を選択してください。

２２）．該当アカウントを選択してください。
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◆振返りを行う為の事前作業

２３）．右側のスクロールバーを下にさげてください。

２４）．【Allow】を選択してください。
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◆振返りを行う為の事前作業

２５）．トリガーが作成されました。

２６）．ファイル名を修正してください。

２７）．フォルダ名を修正してください。（任意の名前）

 以上で事前作業は終了です。開いているファイルを閉じてください。



※振返りプログラム修正箇所

2   // ***********************************************************
3   //
4   // フォームの回答を生徒のスプレッドシートに更新する。
5   // メールアドレスで氏名採取、生徒のスプレッドシートがない場合作成
6   //
7   // ***********************************************************
8   //============================================================
9   //   ★★　修正箇所　下記のアドレスを修正してください　　　★★

10   // ◆フォルダアドレス　
11   const folderId = 'aaaaaaaaaaaaaabbbbbbbbbbbbbbbbcccccccccc';
12   // ◆生活記録シートアドレス
13   const kirokusheetID = 'aaaaaaaaaaaaaabbbbbbbbbbbbbbbbcccccccccc';
14   // ◆名前一覧シート アドレス
15   const nameheetId = 'aaaaaaaaaaaaaabbbbbbbbbbbbbbbbcccccccccc';
16   //===========================================================
17   // フォルダのファイル読み込む
18   const folder = DriveApp.getFolderById(folderId); 
19   // ファイル名取得　（記録するシート）コピー元
20   var copysh = SpreadsheetApp.openById(kirokusheetID);
21
22



※ファイルの関連性

●ファイルの［０３＿］以降が生徒の振返りシートのファイル名に
　なります。
注）ファイル名修正は、必ず生徒にフォームを配信する前に行ってください。

●ファイル名【生活記録 のコピー】から【生活記録】に修正

ファイル名でシートが作成されるので、ファイル名修正は注意してください。
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